東日本大震災被災聴覚障害者相談支援事業
＜実施主体＞
日本聴覚障害ソーシャルワーカー協会は、「東日本大震災聴覚障害者救援中央本部」の取り組みに協力し、現地救援本部および関係団体と連携し本事業を実施する。

＜事業目的＞
東日本大震災に罹災した聴覚障害者のうち、精神的支援や生活支援が必要な聴覚障害者に対して、心の相談、生活相談、就労相談、医療相談等をソーシャルワークの観点から実施する。支援対象者は、岩手県、宮城県、福島県に居住する聴覚障害者とする。但し当面は主に宮城県居住者とする。
＜事業期間＞
２０１１年７月～　２０１２年６月 １年間
＜事業概要＞
1、現地コーディネーターの配置

（１）現地コーディネーターを下記「東日本大震災聴覚障害者救援宮城県本部」に配置する。
　　仙台市宮城野区幸町４－６－２　宮城県障害者福祉センター内

（２）現地コーディネーターは、社会福祉士もしくは精神保健福祉士の国家資格を所有する者とし、日本聴覚障害ソーシャルワーカー協会と「東日本大震災聴覚障害者救援中央本部」が推薦した者とする。

（３） 現地コーディネーターは、被災地のケース報告を整理し、派遣コーディネーターへソーシャルワーカーの派遣を要請する。

（４）現地コーディネーターは、派遣されたソーシャルワーカーを統括する。

（５）現地コーディネーターは、被災地の関係機関・関係者と円滑な関係作りを図り、情報交換を密にする。
（６）現地コーディネーターの業務内容及び勤務条件については別途契約書を交わす。

２．派遣拠点の設置について

（１）派遣拠点事務所を日本聴覚障害ソーシャルワーカー協会事務所におく。
　　　　東京都渋谷区東１－２３－３　東京聴覚障害者自立支援センター内
（２）拠点事務所にソーシャルワーカーの派遣コーディネーターを配置する。

３．派遣業務について

（１）派遣コーディネーターは被災地派遣ソーシャルワーカーの名簿を作成し、現地コーディネーターの派遣要請により派遣する。

（２）派遣コーディネーターは、必要に応じて現地活動に必要な情報を派遣者に伝える。

（３）派遣コーディネーターは被災地派遣者からの問い合わせや管理業務をおこなう。

（４）現地に派遣するソーシャルワーカーは、聴覚障害者とコミュニケーションがとれ、聴覚障害の特性に熟知した社会福祉士または精神保健福祉士とする。

（５）ソーシャルワーカーは原則として、そのケースを継続して担当する

（６）ソーシャルワーカーは現地コーディネータおよび派遣コーディネータに報告する。
４．現地派遣コーディネーターのサポート体制について
（１）現地コーディネータ―のサポート業務（主に会計・手話通訳）を「東日本大震災聴覚障害者救援宮城県本部」に委託する。
（２）委託内容については別途契約書を交わす。
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